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未来の札幌を考える【環境】 

【環境】キャラクター「ちっきゅん」 

 

 

 

  

  

「さっぽろっ子環境ウイーク」における SDGｓアクション 
 

 

 SDGs アクション  

「農作物栽培活動」 

 次年度の取組に向けて  

 宣 言  

「小野幌の森がもつ、豊かな資源を未来に使おう！」 
 
 

～農作物栽培編～ 

 ６月に、環境委員会で育てる作物を考え、栽培を始めました。玉ねぎ、

さつまいも、ブロッコリー、スイカ、大豆、マリーゴールド、コスモス、

カボチャを分担して育てました。作物への愛情が芽生えました。 

～収穫、試食編～ 

 ９月、１２月には、育てたスイカやさつまいもなどの試食会を行いまし

た。自分たちが育てた作物の思った以上のおいしさや育てる楽しさに感動

する子どもが多く、全校にもこの価値を広めたいという意識が高まりまし

た。 

～農作物づくり発表、腐葉土作り編～ 

 今年度も落ち葉を腐葉土にする活動を行いました。昨年度作り始め完成

した腐葉土は教材園にまきました。全校へ農作物のスライド発表という新

たなチャレンジも行いました。 

作物栽培を通して植物への意識が高まった環境委員には、今まで燃えるごみとして廃棄され

ていた落ち葉が畑に役立つ腐葉土になることは、大きな行動意欲になりました。持続可能な活

動として維持する上で、改善点を考え、実行していく行動力を目指してほしいです。 

環境委員会の児童が中心となって、３期に渡る「農作物栽培活動」を行います。 

環境活動① ～農作物栽培編～     …６月～８月実施 

環境活動② ～収穫、試食編～     …９、10 月実施 

環境活動③ ～農作物づくり発表、腐葉土作り編～…10 月～12 月実施予定 

【宣言の理由】 小野幌小にある学習公園。野幌原始林とのつながりを感じる歴史ある緑の

価値を「腐葉土作り」を通して感じ、自然を大切にする意識を育てたい。 

 計 画  

 

 

 

 

 


